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❷ フォト特集　高校生と市長のふれあいトーク
❹ 第10回　村上市展
❻ 冬に備える
❾ 平成29年度　市ほう賞晴れの受賞者
　 お知らせ版
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今
年
の
「
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
は
、
次
世
代
を
担

う
市
内
４
校
の
高
校
生
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
校
生
に
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
課
題
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
高
校
生
の
発
想
や

意
見
を
う
か
が
い
、
市
政
運
営
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

市
長
が
「
ま
ち
の
未
来
は
あ
な
た
が
主
役
」
と
題
し
て
、
市

の
概
要
や
人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み
、
新
た
に
創
設
し
た
市
独

自
の
奨
学
金
制
度
な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
に
高
校
生
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
各
学
校
の
意
見
交
換
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
意
見
交
換
の
詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
３
）

高校生と市長のふれあいトーク
─ 若い世代と意見交換 ─

村上中等教育学校５年生

村上桜ヶ丘高校２年生

荒川高校生

村上高校２年生
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村
上
中
等
教
育
学
校
の
５
年

生
約
70
人
を
対
象
に
、
同
校
の

多
目
的
ル
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
生
徒
が
授
業
で

市
内
企
業
を
訪
問
し
制
作
し
た

Ｃ
Ｍ
や
ポ
ス
タ
ー
の
提
案
内
容

を
市
長
に
発
表
。
意
見
交
換
で

は
「
障
が
い
者
や
高
齢
者
支
援

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」「
芸
能

発
表
の
場
を
絶
や
さ
な
い
で
ほ

し
い
」
な
ど
の
要
望
や
、「
市
長

の
考
え
る
市
の
強
み
と
は
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

村
上
中
等
教
育
学
校

11
月
２
日
㈭

　　

村
上
高
校
の
２
年
生
約
２
０

０
人
を
対
象
に
、
同
校
の
大
体

育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

朝
と
は
い
え
真
夏
の
体
育
館

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
蒸
し
暑

い
中
で
し
た
が
「
映
画
館
や
ア

パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望
や
「
雇

用
拡
大
の
た
め
の
市
の
対
策
は

何
が
あ
り
ま
す
か
」「
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
あ
る
介
護
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
」

「
海
外
と
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
取
り

組
み
は
考
え
て
い
ま
す
か
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

村
上
高
校

７
月
31
日
㈪

　

桜
ヶ
丘
高
校
の
２
年
生
約
１
６
０

人
を
対
象
に
、
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

の
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
手
を
上
げ
た
生
徒
７
人

が
、
市
長
と
意
見
交
換
。「
市
長
の

仕
事
内
容
や
給
与
額
、
休
日
の
過
ご

し
方
」
な
ど
の
質
問
や
、「
伝
統
工

芸
品
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」

「
若
い
人
た
ち
が
く
つ
ろ
げ
る
施
設

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」「
電
車
や
バ

ス
の
本
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

村
上
桜
ヶ
丘
高
校

７
月
11
日
㈫

　

高
校
生
と
い
う
若
い
世
代
が
一
堂

に
会
す
る
中
で
、
話
し
を
し
た
り
意

見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た

眼
差
し
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
今

後
の
市
政
運
営
に
あ
た
る
う
え
で
、

私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋

が
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。　

　

意
見
交
換
を
す
る
中
で
、
高
校
生

た
ち
が
し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
考

え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
、
驚
き
と

と
も
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
大
人
が
気
づ
か
な
い
意
見
や

要
望
、
質
問
な
ど
し
っ
か
り
と
受
け

と
め
、
私
た
ち
行
政
側
が
、
皆
さ
ん

を
見
守
り
、
支
え
て
い
く
こ
と
を
お

約
束
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
た
ち
に
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
を
愛
し
、
一
時
的
に
故
郷
を

離
れ
た
と
し
て
も
い
ず
れ
帰
っ
て
き

て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に
も
、帰
っ
て

き
や
す
い
、
帰
り
た
い
と
思
う
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
眼
差
し

村
上
市
長　

高
橋　
邦
芳

　

荒
川
高
校
の
全
校
生
徒
約
１

７
０
人
を
対
象
に
、
同
校
の
第

２
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
同
校
の
文
化
祭「
申

明
祭
」
の
開
催
日
。
は
じ
め
に
、

生
徒
が
故
郷
の
良
さ
に
つ
い
て

調
べ
た
Ｐ
Ｒ
画
像
を
、
市
長
に

発
表
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
で

は
「
新
幹
線
を
村
上
ま
で
繋
げ

て
ほ
し
い
」「
若
い
世
代
が
楽
し

め
る
施
設
が
ほ
し
い
」
な
ど
の

要
望
や
、「
市
長
の
勤
務
状
況
に

つ
い
て
」
な
ど
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

荒
川
高
校

10
月
28
日
㈯
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第
10
回

村
上

市
展　芸術の秋の祭典「村上市美術展覧会」が11月３日（金・祝）

から５日㈰まで開催されました。日本画や洋画、彫塑、
書道などの作品を展示。訪れた人は、じっくりと鑑賞し、
芸術の秋を堪能しました。
　今号では、部門ごとの入賞者を紹介します。
●問い合わせ
　生涯学習課文化行政推進室　☎53−7511

『
崖
に
』

日
本
画
部
門【
市
展
賞
】

『
鯉
の
滝
登
り
』

洋
画
・
版
画
部
門【
市
展
賞
】

　
倉く

ら

﨑さ
き　

勝ま
さ

郎お　

氏
（
大
欠
）

　

崖
の
厳
し
い
環
境
下
で
生
き
抜
き
、
花

を
咲
か
せ
る
藤
の
生
命
力
と
美
し
さ
に
感

動
し
描
い
た
作
品
で
す
が
、
岩
の
質
感
表

現
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
良
い
勉

強
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
昨
年
に
続
き
二
年
連
続
の
市
展
賞

で
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
や
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本ほ

ん

間ま　

政ま
さ

雄お　

氏
（
大
欠
）

　

伝
統
あ
る
市
展
に
お
い
て
、
市
展
賞
を

い
た
だ
く
事
な
ど
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
受
賞
で
き
、
喜
び
と
と
も
に
身

が
引
き
し
ま
る
思
い
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
今
後
も

研
鑚さ

ん

を
積
み
重
ね
、
よ
り
良
い
作
品
を
創

作
す
る
と
と
も
に
、
村
上
市
の
今
後
の
美

術
振
興
の
た
め
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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『
循
環daR

e

』

彫
塑
・
工
芸
部
門【
市
展
賞
】

『
香
爐
峰
下
新
卜
山
居

�

（
白
居
易
詩
）』

書
道
部
門【
市
展
賞
】

『
嵐
し
の
予
感
』

写
真
部
門【
市
展
賞
】

　
９く

２つ

３み

（
久く

津つ

美み  

卓す
ぐ
る

）
氏
（
寺
町
）

　

こ
の
た
び
は
市
展
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か
の

入
選
で
驚
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
村
上
市
の
美
術
振
興
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
寺て

ら

澤さ
わ　

華か

泉せ
ん　

氏
（
山
居
町
一
丁
目
）

　

こ
の
度
は
市
展
賞
と
い
う
身
に
余
る
賞

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

マ
イ
ペ
ー
ス
な
私
が
こ
れ
ま
で
続
け
ら

れ
て
き
た
の
は
、
先
生
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、心
か
ら
感
謝
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
坂さ

か

井い　

弘ひ
ろ

司じ　

氏
（
胎
内
市
）

　

今
回
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
台
風
が
来
る
前
に
浜
へ
行

っ
た
と
こ
ろ
、
１
羽
の
カ
モ
メ
が
遠
く
の

方
に
見
え
た
の
で
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
し
て

長
時
間
待
ち
続
け
、
す
ぐ
目
の
前
ま
で
飛

ん
で
き
た
時
の
一
枚
で
す
。

　　

そ
の
他
の
賞

日
本
画
部
門

【
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
】

　

富
樫　

八
枝
子　

氏
（
早
稲
田
）

洋
画
・
版
画
部
門

【
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
】

　

佐
藤　

誠
二　

氏
（
緑
町
三
丁
目
）

【
奨
励
賞
】

　

高
橋　

涼　

氏
（
下
相
川
）

　

前
田　

幸
子　

氏
（
山
居
町
一
丁
目
）

彫
塑
・
工
芸
部
門

【
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
】

　

藤
田　

テ
ル
子　

氏
（
山
居
町
一
丁
目
）

書
道
部
門

【
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
】

　

鈴
木　

美
保
子　

氏
（
中
原
）

【
奨
励
賞
】

　

小
田　

春
富　

氏
（
松
原
町
三
丁
目
）

　

本
間　

美
榮
子　

氏
（
飯
野
三
丁
目
）

　

相
馬　

華
釧　

氏
（
吉
浦
）

写
真
部
門

【
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
】

　

佐
藤　

孝
雄　

氏
（
松
沢
）

【
奨
励
賞
】

　

磯
部　

俊
雄　

氏
（
荒
島
）

　

加
藤　

栄
一　

氏
（
小
国
町
）

　

板
垣　

友
里
絵　

氏
（
高
根
）
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冬に備える
きまりを守って、安全な冬を

　今年も残すところあと１か月となりました。本格的な冬の到来を前に
今一度、確認しておくこと、注意することなどをまとめてお知らせします。

○路上駐車は絶対にダメ
　�　道路上や待避所内に駐車してあると、除雪作業ができなくな
ります。

○除雪作業の妨げになるものは片付けを
　�　道路にはみだした枝や植木、看板、乗り入れ用の鉄板などの
撤去をお願いします。

○危険箇所には目印を
　�　道路沿いにある塀や垣根などを誤って壊さないよう、目印を
お願いします。

○除雪の手直しは皆さんで
　�　除雪作業で玄関や車庫などの出入り口が、雪でふさがる場合
があります。その場合の手直しは、お手数でも各家庭でお願い
します。

○道路に雪を捨てないで
　�　道路は人や車が通るところです。雪を捨てると交通事故の原
因になります。

○除雪車にご注意を
　�　除雪作業は、夜間や早朝に、また吹雪や降雪時に行うことが
多く、見通しも悪いため危険ですので、除雪車に近づかないよ
うにしてください。特に自動車などを運転する際には十分注意
し、除雪車に道を譲ってくださるようお願いします。

○ご意見・ご要望は区長（総代）さんへ
　�　除雪作業に対するご意見やご要望は、必ず区長（総代）さん
を通してください。市からの回答もすべて区長（総代）さんに
連絡します。

円滑な除雪作業にご協力を

公共の雪捨て場（12月１日～平成30年３月31日）

除雪車の出動基準
【道路（車道）】
　雪の降り始めから、おおむね10
㎝の降雪量を目安に出動します。
　除雪中は、道路交通状況の把握
に努め、吹きだまりや交通障害の
有無を捉えて作業を行います。

【歩道】
　歩道上の積雪が20㎝を上回って
いる場合を目安に出動します。

●問い合わせ　建設課管理室　☎53−2111（内線516～519）
　　　　　　　各支所産業建設課建設管理室　荒川支所☎62−5273　�神林支所☎66−6118
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝日支所☎72−6884　�山北支所☎77−3115

【村上地区】
岩船上の浜海岸 中州公園下流駐車場

【朝日地区】
三面川河川敷デイキャンプ場内

※ 市道水明岩沢線は、大型貨物自動車等通行止め
の規制があり、村上警察署への許可申請が必要
です。また、雪の運搬に際しては、一方通行と
させていただきます。

朝日地区雪捨て場
（デイキャンプ場内）

県道鶴岡村上線

県道
高根
村上
線

国道
７号 高根

川

朝日
支所

三面川

日
沿
道

県
道
小
揚
猿
沢
線

岩
沢
橋

水
明
橋 市道水明

岩沢線

駐車禁止のお知らせ（荒川地区）
平成30年１月１日～２月28日

1/1〜2/28

※付近に看板があります
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　冬道の走行では、少しの操作ミスが重大な事故につ
ながります。スタッドレスタイヤやタイヤチェーンの
装着はもちろん、スピードを落とし、車間距離をとっ
て慎重な運転を心掛けましょう。

【冬道の特徴】
○スリップしやすく、停止距離も長くなります
○視界が悪くなります
○センターラインや道路標識が見えにくくなります

【安全に運転するためのコツ】
○安全な速度で走行しましょう
○車間距離を十分にとりましょう
○急ブレーキ、急発進など「急」のつく運転をしない
○前方が見えにくい時は、左によって
　一時待機しましょう

冬の交通事故防止運動が始まります
　12月11日㈪～20日㈬までは「冬の交通事
故防止運動」の期間です。
◇重点事項　
　「飲酒運転の撲滅」「横断歩行者の保護」
「冬道の安全走行」

●問い合わせ
　市民課生活人権室☎53−2111（内線286）
　または各支所地域振興課市民生活室

増えています！村上市内の交通事故件数

※平成29年９月末現在　
　カッコ内は平成28年同時期

全事故 高齢者事故 高齢者加害事故

事故件数 100件
（85件）

52件
（45件）

31件
（24件）

負傷者数 113人
（101人）

33人
（33人）

32人
（27人）

死 者 数 ２人
（１人）

１人
（０人）

０人
（０人）

車の運転は慎重に

　冬期間は、水道管が凍結しやすくなります。凍結すると水が出な
くなり、万が一破損した場合は修理に多額の費用がかかりますので、
ご注意ください。

【予防策】
○�夜、冷え込むことが予想される日は、寝る前に必ず蛇口から少し
水を出しておきましょう
○�屋外に露出している水道管には、保温材などを巻いておきましょう

【破裂してしまったとき】
○�メーターボックス内の止水栓を閉め、市指定の給水装置工事事業
者または問い合わせ先まで連絡してください
※市指定の給水装置工事事業者は、市ホームページで確認できます

●問い合わせ
　水道局管理業務室　☎66−6190
　村上水道事務所上下水道室
　　　　　　☎53−2111（内線161）
　各支所産業建設課建設管理室
　荒川支所　☎62−5273
　朝日支所　☎72−6884
　山北支所　☎77−3115

水道管の凍結にご注意を

　これからの寒い時期、暖房器具の使用などで油を扱う機
会が多くなり、油の流出事故が多くなります。
　河川などへの油の流出は、火災や環境汚染につながるな
ど生活に悪影響を及ぼすことから、次のことを守り、油の
取り扱いには十分注意するようにしましょう。

【ポイント】
○給油中はその場を離れないようにしましょう
○油タンクのバルブは完全に閉めましょう
○油タンク周辺の除雪作業などで屋外の配管が破損しない
　ようにしましょう
○油送パイプなどの設備の操作ミスに注意しましょう
※農業・漁業への被害補償、流出拡大防止策にかかる費用を請求される場合があります

●問い合わせ
　環境課生活環境室　☎53−2111（内線273）

油の取り扱いにご注意を
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　一人暮らしの高齢者にとって雪下ろしは想像以上に大変な負
担となります。そこで、地域の皆さんの協力を募り、事業者や
グループを名簿にまとめて、高齢者からの雪下ろしに関する相
談に活用させていただきますので、ご協力をお願いします。

【募集要件】
　・村上市および関川村内の団体
　・�雪下ろしの見積りと費用の説明が、対象高齢者に事前に説
明できる事業者やグループに限ります

　　※�申請のあったすべての事業者やグループなどを登録する
とは限りません

【申請期間】
　平成30年３月30日㈮まで

【申請方法】
　介護高齢課にある申請書に必要事項を記入して提出してください。
　※申請書は、市ホームページ（ライフインデックス⇒介護高齢課で検索）からもダウンロードできます

●問い合わせ・申し込み
　介護高齢課高齢福祉係　
　☎53−2111（内線367）

屋根の雪下ろしができる事業者などを募集

　一人暮らしの高齢者などで、屋根の雪下ろしに
かかる費用の援助が必要な場合に、その費用の一
部を助成します。

【対象者】 　65歳以上の高齢者のみの世帯、障がい
者のみの世帯で、除雪作業ができない場
合や、除雪を援助してくれる人がいなく、
費用負担が難しい人（平成29年度市民税
非課税世帯、均等割のみの世帯）

【助成額】　１回につき、10,000円（３回まで）
【その他】 　必ず民生児童委員を通して申請してください。

●問い合わせ・申し込み　村上市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　村上支所　☎53−3467
　　　　　　　　　　　　荒川支所　☎50−5120
　　　　　　　　　　　　神林支所　☎60−1888
　　　　　　　　　　　　朝日支所　☎50−7118
　　　　　　　　　　　　山北支所　☎77−3283

屋根の雪下ろし費用の助成

　町内会の除排雪活動および小型ロータリー除雪
機の購入に対して補助金を交付します。

【実施団体】
　市内の町内・集落（町内会）

【補助対象経費】
　・小型ロータリー除雪機購入費
　・活動費　燃料費、消耗品費、修繕料、保険料

【補助率】
　・除雪機購入費� 75％（上限60万円）
　・活動費� 100％（上限１万円）

●問い合わせ
　総務課総務・危機管理室
　☎53−2111（内線316）

除排雪自主活動補助事業

※今年度の補助申請は終了しています。来年度のご検討をお願いします

ゴミステーション前の除雪（三之町）
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　毎年恒例の「きらきらフェスティバル2017」が開催さ
れました。あいにくの悪天候となりましたが、今年は雑
貨や食品などを販売する「むらかみマルシェ」が参加。
駅前通りは例年以上のにぎわいとなりました。
　ハロウィン仮装コンテストには49人が参加し、子ども
たちのかわいらしい七変化に大勢の観客が魅了されてい
ました。
　夕方、イルミネーションの点灯式を行うと一気に街は
クリスマスムードに。イルミネーションは、来年１月15
日まで点灯していますので、ぜひ、おこしください。

ハロウィンで仮装！「きらきらフェスティバル2017」
ＪＲ坂町駅前通り

▶
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

10/29

　村上市うんめもん大使の木村正晃さんが講師とし
て、金屋小学校５年生を対象に「味覚の授業」を行い
ました。
　１時間目は味についての学習。味は舌だけでなく、
鼻（におい）、目（見た目）、耳（調理の音）、歯や舌
の触覚（温度や固さ）を使って味わっているというこ
とや、「塩味」、「酸味」、「苦味」、「甘味」、「うま味」
という「五味」があることを学びました。
　２時間目は、餅を生地にしたピザの調理実習。味に
ついて新しい発見があった楽しい授業になりました。

うんめもん大使  木村さんと調理実習！
「味覚の授業」

金屋小学校
▶
木
村
さ
ん
の
授
業

10/25 おいしいお餅で交流
朝日みどり小学校10/28

　朝日みどり小学校の作品展示会に併せて、
たかねまちづくり協議会主催の「まちづくり
ふれあい交流広場」が行われ、約350人の来場
者でにぎわいました。
　中庭では雑煮、きな粉餅、とち餅、やま餅
がふるまわれ、児童や保護者、地域の方々が
手作りの餅を食べ比べ、交流のひとときを楽
しみました。

▶
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
餅
つ
き
体
験

　朝日地区の魅力を発信するため、あさひ
まつり実行委員会主催の「あさひまつり」
が開催されました。
　郷土料理など多数の飲食ブースが出店
し、多目的ドームのステージでは三面太鼓
や保育園児による合唱、朝日奈ゆうさん、
村上良輔さんによる歌謡ショー、大餅まき
大会などが行われ、会場は熱気に包まれ大
いに盛り上がりました。

「あさひまつり」で朝日地区の魅力を発信
朝日みどりの里10/22

▶
ラ
イ
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
登
場
し
て
の
大
餅
ま
き
大
会

動画あり
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　山北地区の小学校５年生が、林業関係者を講
師に招き、森林の働きや林業について学んだ後、
杉の丸太を切ってコースター作りを体験しまし
た。
　当日はあいにくの雨となり、山林での枝打ち
体験は中止。さんぽく南小学校体育館での活動
となりました。会場が杉の香りに包まれる中、
子どもたちは木の温もりにも触れ、笑顔で取り
組んでいました。

森林・林業教室を開催
さんぽく南・北小学校

▶
友
だ
ち
と
協
力
し
て
の
杉
の
丸
太
切
り

10/30

　地域おこし協力隊の太田嘉和隊員が、河内集
落で交流芋煮会を開催しました。
　太田隊員は、今年度から河内集落でホタルの
里づくりや休耕地を活用した野菜栽培に取り組
んでおり、この日は今年採れたサトイモを使っ
て、集落の人たちにおいしい芋煮を振る舞いま
した。
　来年度も引き続き、活動の充実を図り、集落
の活性化を目指します。

芋煮で交流深まる
河内集落

▶
新
米
な
ど
秋
の
味
覚
が
そ
ろ
い
ま
し
た

11/10

　山北地区の芸能・文化・産業の祭典「さんぽ
く祭」が、今年も開催されました。
　当日は地区内外から約2,500人が来場し、山
北地区の芸能や文化、産物をとおしてにぎわい
のある２日間となりました。

恒例の「さんぽく祭」に2,500人
ゆり花会館・さんぽく会館

▶
伝
統
芸
能
府
屋
獅
子
舞

▶
焼
畑
の
「
赤
カ
ブ
」
販
売

　

に
は
長
蛇
の
列

11/
11・12

　今シーズンの降雪期を前に、日本海沿岸東北自動
車道の除雪出動式が行われました。この日は、神納
小学校の４年生10人が訪れ、除雪業者を激励。安全
で確実な除雪作業を祈願して、児童からゴールドキ
ーが除雪業者に手渡されました。
　この後、体験学習でステーション見学や除雪機械
の搭乗体験を行い、除雪のしくみを学びました。佐
藤愼

し

恩
おん

さんは、「除雪は大変だけと、がんばって安
全に除雪をしてもらいたいです」とエールを送って
いました。

安全な除雪をお願いします！小学生が激励
村上道路ステーション

▶�

ゴ
ー
ル
ド
キ
ー

を
手
渡
す
児
童

◀最新鋭の除雪機械に興味津々

10/31
動画あり
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 利用できる温泉施設 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

施設名・連絡先 割引後利用料 利用できる時間帯など 休館日
野天風呂�湯元　龍泉

☎52−5251

300円

午前９時～午後10時
※受付終了　午後９時

３月12日㈪・13日㈫

ゆ処そば処　磐舟
☎50−7488

午前10時～午後10時
※受付終了　午後９時

※展望風呂まで長い階段有り
木曜日

ニューハートピア
新潟瀬波
☎53−2531

午前11時～午後９時
※休憩室の利用は　　
　　午前11時～午後４時

不定休

瀬波はまなす荘
☎52−5291

平日　正午～午後４時
※土日曜・祝日は不可

１月９日㈫・10日㈬

朝日まほろば温泉
☎72−6627

午前９時～午後９時
※受付終了　午後８時30分

１月30日㈫、２月27日㈫、
３月27日㈫

荒川いこいの家
☎64−2277

200円
※60歳以上100円

　　午前９時30分
～午後４時30分　　

火曜日

勝木ゆり花温泉
☎77−3991

150円
※68歳以上100円

午前９時～午後９時30分
※受付終了　午後９時

第２木曜日

交流の館「八幡」
☎60−5050

150円 午前10時～午後９時 第４月曜日

　
　●

問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
～
２
５
４
）

　

今
年
度
も
温
泉
入
浴
助
成
事
業
『
湯
っ
く

り
・
湯
っ
た
り
事
業
』
を
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、割
引
料
金
で
入
浴
で
き
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
っ
て
健
康
な
体
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
、
施
設
の
利
用
方
法

に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。利

用
期
間

　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
～
３
月
31
日
㈯

利
用
で
き
る
人

・
入
浴
日
現
在
で
、
村
上
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
満
12
歳
以
上
の
人

・
入
浴
日
現
在
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
お
り
、
村
上
市
に
住
民
票
が

あ
る
人利

用
方
法

　

利
用
す
る
温
泉
施
設
の
窓
口
で
保
険
証
を

提
示
し
、利
用
簿
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

利
用
料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

温
泉
で
健
康
づ
く
り

〜
国
保
・
後
期『
湯
っ
く
り
・
湯
っ
た
り
事
業
』〜

ここが変わります（利用にあたっての変更点）
○特典（タオル）とスタンプカードを廃止します
○希望者に「湯っくり・湯ったりパスポート」を発行します
　�　保険証の提示が難しい人には、申し込みにより「湯っくり・湯っ
たりパスポート」を発行します。施設を利用するときは、「保険証」
または「湯っくり・湯ったりパスポート」を必ず提示してください。
　・申込受付期間　12月１日㈮～平成30年２月28日㈬
　・申込場所　保健医療課国保室または各支所地域振興課地域福祉室
　・申し込みに必要なもの　保険証、印かん（認印）
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一般会計の執行状況

市税の状況

上水道事業会計の執行状況

特別会計の執行状況

予算額 執行額

歳　入 歳　出
予算額���336億7,730万円
収入額���170億1,726万円

予算額���336億7,730万円
支出額���126億4,915万円

税　目 予算額 収入額
市民税 24億9,213万円 12億2,582万円
固定資産税 33億8,863万円 21億7,339万円
軽自動車税 1億9,892万円 2億0,004万円
市たばこ税 4億0,812万円 1億7,174万円
特別土地保有税 0.1万円 0万円
入湯税 5,870万円 2,961万円
都市計画税 60万円 12万円
市税合計 65億4,710万円 38億0,072万円

会　計　名 予算額 収入額 支出額
土地取得 1億1,502万円 0万円 0万円

情報通信事業 5億4,320万円 4,438万円 2億2,661万円

蒲萄スキー場 1億2,800万円 84万円 739万円

国民健康保険 76億7,300万円 29億1,856万円 32億7,204万円

後期高齢者医療 6億5,000万円 1億8,236万円 2億2,215万円

介護保険 78億6,010万円 34億5,841万円 31億5,556万円

下水道事業 49億3,570万円 12億1,894万円 17億3,476万円

集落排水事業 12億2,500万円 4億3,819万円 5億1,063万円

簡易水道事業 5億5,100万円 9,680万円 2億0,048万円

●問い合わせ　財政課財務係　☎53−2111（内線323・324）

　歳入の市債、国庫支出金、県支出金
の収入額が少ないのは、おおむね下半
期となる対象事業の終了後にお金が収
入されるためです。９月時点で歳出に
比べて歳入が不足している会計は、会
計間で資金をやりくりして、借り入れ
に頼らない運営を行っています。

※特別会計とは
　特定の事業を行う場合には、その事業で得られる収入を主な
財源として、事業に係る経費を支出するため、一般会計とは別
に収支を管理する会計です。
　市では、平成29年度は９つの特別会計を設置して経理を行っ
ています。

予算額 執行額

平成29年度上半期（４月～９月）予算執行状況
　今年の４月から９月までに、国からの補助金や市税などの市に入ったお金（歳入）と、
保育園の運営経費や道路建設などに支払った金額（歳出）がどのくらいあったのか、
上半期の市の財政状況をお知らせします。

128億
5,482万円

93億
5,440万円

65億
4,710万円

38億
72万円

35億
2,000万円

90億
4,121万円

45億
7,145万円 39億

8,641万円 35億
1,363万円

33億
9,642万円

91億
6,818万円

24億
7,738万円 21億

3,065万円

61億
4,735万円

25億
1,886万円

０万円

33億
4,739万円

13億
5,125万円

13億
7,277万円

15億
7,152万円 12億

559万円

38億
63万円

９億
5,207万円

３億
9,121万円

地方交付税 市税 市債 国庫支出金 県支出金 その他 民生費 土木費 教育費 公債費 総務費 その他

※�上水道事業会計は、公営企業法に基づく会計基準�
を用いているため、一般会計などとは予算計上の方
法が異なります

11億
3,538万円 10億

5,517万円

４億
9,038万円

２億
570万円

3,220万円

２億
2,432万円

７億
7,197万円

１億
7,622万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

お知らせします　村上市の財政状況
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冬
の
血
圧

　

冬
に
な
る
と
夏
よ
り
も
血
圧
が
上

が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

原
因
は
、
室
内
と
屋
外
の
急
激
な

温
度
変
化
に
よ
る
血
圧
の
変
動
が
起

こ
る
た
め
で
す
。

常
に
変
動
す
る
血
圧

　

血
圧
は
朝
の
目
覚
め
に
向
け
て
上

昇
し
て
い
き
、
日
中
に
最
も
高
く
な

り
、
夜
に
向
け
て
下
が
っ
て
い
き
ま

す
。１
日
の
中
で
も
血
圧
は
変
動
し
、

気
温
、
体
調
、
運
動
、
食
事
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
で
も
変
動
し
ま
す
。

　

寒
い
冬
は
寒
暖
差
が
大
き
い
た

め
、
血
圧
の
変
動
が
激
し
く
な
り
ま

す
。ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
温
度
の

急
激
な
変
化
で
血
圧
が
上
下
に
大
き

く
変
動
す
る
こ
と
で
起
こ
る
め
ま

い
、
立
ち
く
ら
み
な
ど
体
調
の
変
化

の
こ
と
で
す
。

　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
冬
場
の

入
浴
で
す
。
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い

脱
衣
所
や
浴
室
へ
行
き
、
急
激
に
冷

え
る
こ
と
で
血
管
が
縮
ん
で
血
圧
が

急
上
昇
し
ま
す
。
さ
ら
に
急
に
熱
い

●問い合わせ
　保健医療課健康支援室
　☎53−2111（内線261～266）

ヒートショックに気をつけましょう

健康啓発シリーズ 16 〜血管からのメッセージ〜

高血圧注意報発令中

浴
槽
に
入
る
こ
と
で
、
血
管
が
広
が

り
血
圧
が
急
降
下
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
脳
や
心
臓
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
、
命
に
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に

よ
る
家
庭
の
浴
槽
で
の
溺
死
者
数

は
、
平
成
27
年
に
４
８
０
４
人
で
平

成
16
年
の
２
８
７
０
人
と
比
較
し
11

年
で
約
１
・
７
倍
に
増
加
し
ま
し
た

（
図
１
）。

特
に
高
齢
者
は
注
意
が
必
要

　

１
月
は
入
浴
中
の
心
停
止
と
な
る

人
が
、
最
も
少
な
い
８
月
の
11
倍
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
浴
中
の
事
故
死
の
約
９

割
が
高
齢
者
で
す
（
図
２
）。
高
齢

に
な
る
と
、
血
管
の
老
化
で
血
圧
変

動
が
起
こ
り
や
す
く
、
温
度
差
へ
の

適
応
力
も
低
下
し
ま
す
。
高
齢
者
以

外
に
も
心
臓
病
、
高
血
圧
な
ど
の
持

病
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
動
脈
硬
化

で
血
管
が
弱
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
寒
い
時
期
の
入
浴
は
同
様

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

安
全
に
入
浴
す
る
た
め
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
① 

入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
温

め
る
。

　
② 

湯
温
は
41
度
以
下
、
湯
に
つ
か

る
時
間
は
10
分
ま
で
。

　
③ 

浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な

い
。

　
④ 

ア
ル
コ
ー
ル
が
抜
け
る
ま
で
、

ま
た
、
食
後
す
ぐ
の
入
浴
を
控

え
る
。

　
⑤ 

精
神
安
定
剤
、
睡
眠
薬
の
服
用

後
の
入
浴
は
危
険
で
す
。

　
⑥ 

入
浴
前
に
同
居
者
に
一
声
掛

け
、
同
居
者
は
、
い
つ
も
よ
り

入
浴
時
間
が
長
い
時
に
は
入
浴

者
に
声
を
掛
け
る
。

神林支所地域振興課地域福祉室
佐藤保健師

　

こ
れ
か
ら
本
格
的

な
冬
を
迎
え
ま
す
。

寒
暖
差
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
資
料
〉　

＊�

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所

＊�

消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

図２　家庭の浴槽での溺死者数（平成27年）

65歳以上
4,416人
92％

65歳未満
388人
８％

図１　家庭の浴槽での溺死者数の推移人数
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年
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平
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見守るくん

お役立ち ☆

くらしの情報 40 スマートフォンにご注意！

●「おかしいなあ」、「困った」ときは、迷わずご相談ください。
村上市消費生活センター ☎53−2111（内線287、290）FAX�53−2541
荒川支所地域振興課 ☎62−3103 朝日支所地域振興課 ☎72−6885
神林支所地域振興課 ☎66−6112 山北支所地域振興課 ☎77−3112
消費者ホットライン ☎188（イヤヤ）

ひとこと助言
○�スマートフォンやタブレット端末の利用は、10歳未満の低年
齢層にも広がっています。
○�子どもは大人が想像する以上に簡単に操作してしまうことが
あります。子どもが利用する場合は、必ず大人が付き添うよ
うにしましょう。
○�アダルトサイトの請求画面が出ても、あわててお金を支払っ
たり、相手に連絡したりしないでください。不安な場合は、
消費生活センターにご相談ください。

　娘（５歳）を寝かせるため、スマホで動画を見せて
いた。別室で家事をしていたところ、娘が何か話して
いるので、驚いて行ってみると、アダルトサイトの請
求画面が表示されていた。スマホの画面に表示された
広告をクリックしたらしい。請求画面には「１年で30
万円」とあり、退会しようと電話やメールをしてしま
った。伝わった個人情報が心配だ。

　実際に市民の方に届いた詐欺ハガキです。
　消費者に過去に利用した業者への未払いがある
と思わせ、「裁判所に訴状が提出された」「給与な
どを差し押さえる」などと脅して、弁護士を名乗
る者を紹介し、お金を支払うことを要求する手口
です。
　ハガキが届いても、記載されている電話番号に
は絶対に連絡しないで、無視してください。

こんなハガキは
無視してください
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写
真
付
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
公
的

な
本
人
確
認
書
類
と
し
て
使
え
る
ほ
か
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
確
定

申
告
（e-Tax

）
や
、
新
た
に
開
設
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
※
注
）
の
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
カ
ー
ド
利
用
の
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
IC
チ
ッ
プ
付
き
カ
ー
ド
で
券
面
に
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
本
人
の
顔
写
真
な
ど

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

（
※
注
）
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

　

�　

政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
。
子
育
て
に
関
す
る
行
政
手
続
き
が
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
た
り
、
行
政
か
ら
の

お
知
ら
せ
が
自
動
的
に
届
い
た
り
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

通
知
カ
ー
ド
（
平
成
27
年
11
月
頃
に
世
帯

主
に
発
送
済
み
）
に
同
封
さ
れ
た
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
顔
写
真
（
縦
４
・
５
㎝
×
横
３
・
５

㎝
）
を
貼
付
の
う
え
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
室
の
窓
口
に
提
出

す
る
か
、
も
し
く
は
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
封
さ
れ
た

申
請
書
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写

真
を
貼
付
し
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
の
申
請
、
ま
ち
な
か
証
明
用
写
真
機

か
ら
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
申
請
方
法
は「
個
人
番
号
カ
ー
ド
総

合
サ
イ
ト［https://w

w
w
.kojinbango-

card.go.jp
］」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※�

申
請
か
ら
カ
ー
ド
交
付
ま
で
は
１
か
月

程
度
要
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
年
金
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

　

広
域
的
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
近

隣
市
町
村
か
ら
の
応
援
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
、
姉
妹

都
市
の
福
井
県
鯖
江
市
と
、
両
市
議
会
議

長
立
会
い
の
も
と
10
月
13
日
㈮
に
鯖
江
市

役
所
で
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

市
が
県
外
の
自
治
体
と
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
結
ぶ
の
は
、
宮
城
県
多
賀
城
市

に
続
い
て
２
つ
目
の
自
治
体
と
な
り
ま
す
。

　

協
定
で
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
に
よ

り
、
ど
ち
ら
か
の
市
が
被
災
し
た
場
合
に
、

食
料
・
飲
料
水
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
必

需
品
の
提
供
や
被
災
者
の
受
け
入
れ
、
職

員
の
派
遣
な
ど
を
盛
り
込
み
、
支
援
物
資

の
品
目
や
派
遣
要
請
す
る
職
員
の
数
な
ど

に
つ
い
て
も
具
体
的
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

協
定
の
締
結
に
あ
た
り
高
橋
市
長
は

「
災
害
時
に
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る

力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
こ
と
は
あ
り

が
た
い
。
両
市
民
・
地
域
の
安
心
安
全
に

資
す
る
協
定
と
な
る
よ
う
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
・
危
機
管
理
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

姉
妹
都
市
「
鯖
江
市
」
と

▲マイナンバーカード（プラスチック製）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
り
ま
せ
ん
か

〜
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
〜

▶
右
か
ら

　

三
田　

敏
秋　

村
上
市
議
会
議
長

　

高
橋　

邦
芳　

村
上
市
長

　

牧
野　

百
男　

鯖
江
市
長

　

佐
々
木
勝
久　

鯖
江
市
議
会
議
長
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地域包括支援センターだより

互近所ささえ～る隊の紹介③
　互近所ささえ～る隊は、旧市町村単位の５か所と、市全体の助け合い活動の調整役として１か所（村上
市互近所ささえ～る隊）の合計６か所が設置されています。
　今回は「村上市互近所ささえ～る隊」の活動を紹介します。

　今年、「村上市互近所ささえ～る隊」は、メンバーが分担
して各地区の互近所ささえ～る隊会議にお邪魔しています。
会議に参加しながら、生活の困りごとや地域の助け合い活
動などの情報を共有し、活動のバックアップをしています。
　10月１日には、各地区の互近所ささえ～る隊や生活ささ
え愛隊長が、これからどんな活動をするのかを市民の皆さ
んに知ってもらうため、社会福祉協議会主催の「ふれ愛フ
ェスティバル」で寸劇を通して紹介しました。
　今後もさまざまな機会を捉えて、各地区で行われている
助け合い活動の良い取り組みを、市全体に広げていけるよ
うな活動をしていきたいと思います。

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線365）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

みんなで築こう 人権の世紀
─ 12月４日から10日までは人権週間です ─

考えよう  相手の気持ち

　昭和23年12月10日、国連総会で「世界人権宣言」
が採択され、これを記念して12月10日が「人権デ
ー（Human�Rights�Day）」と定められました。
　日本でも毎年12月４日から10日までの１週間を
「人権週間」と定め、全国的に人権の啓発活動を
行っています。

●問い合わせ　市民課生活人権室　☎53−2111（内線286）

わたしのまちの人権擁護委員
人権に関する相談をお受けします

富樫　勇巳（飯野三丁目）� 松井　良明（南田中）
細野　忠行（瀬波中町）� 田島　一郎（下鍜冶屋）
佐藤　　弘（松原町三丁目）� 伊藤えり子（花立）
稲葉眞知子（山辺里）� 和田　勝義（下鍜冶屋）
小田　寛三（門前）� 加藤　正志（大毎）
佐藤八重子（岩船下大町）� 渡辺　幸雄（府屋）
菅原　尚子（野潟）� 加藤　登代（寒川）
中倉　　清（岩船縦新町）� 野田　光子（大須戸）
小田　ルイ（飯岡）� 和田　壽久（黒田）
伊與部久子（塩谷）� 菅井　克彦（猿沢）

※敬称略

人権啓発展を開催します
と　き　12月９日㈯～11日㈪
　　　　午前10時～午後３時
ところ　村上プラザ（仲間町）
　　　　１階　セントラルコート
内　容　�市内および岩船郡内の小学校で実施した

人権の花運動や人権標語コンテスト入選
作品の紹介、人権擁護委員の活動紹介パ
ネル展、啓発グッズの配布など

主　催　村上人権擁護委員協議会
　　　　新潟地方法務局村上支局
●問い合わせ　新潟地方法務局村上支局
　　　　　　　☎53−2390

◀�塩野町小学校
　での人権教室

この間の市報に
載ってたな。

互近所ささえ～
る隊って聞いた
ことあるが？

知ってる名前も
いっぱいいたよな。

▲「ふれ愛フェスティバル」での寸劇
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月曜日� 12月４日、11日、18日、25日
� １月15日
第２金曜日（館内整理日）�12月８日、１月12日
祝日振替休館日� １月９日㈫
年末年始休館日� 12月28日㈭～１月４日㈭
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆中央図書館12月～１/15までの休館日◆

【中央図書館新着図書】

◆　西郷どん！　前編・後編（林
はやし

真
ま

理
り

子
こ

）
◆　クリスマスを探偵と（伊

い

坂
さか

幸
こう

太
た

郎
ろう

）
◆　花歌は、うたう（小

しょ

路
うじ

幸
ゆき

也
や

）
◆　駄犬道中こんぴら埋蔵金（土

ど

橋
ばし

章
あき

宏
ひろ

）
◆　満天のゴール（藤

ふじ

岡
おか

陽
よう

子
こ

）
◆　キラキラ共和国（小

お

川
がわ

糸
いと

）
◆　たゆたえども沈まず（原

はら

田
だ

マハ）

　

◆　和食のおさらい事典（後
ご

藤
とう

加
か

寿
ず

子
こ

）
◆　社会人の日本語（山

やま

本
もと

晴
はる

男
お

）
○　とうふやのかんこちゃん（吉

よし

田
だ

道
みち

子
こ

）
○　みーんなはははっ（オームラトモコ）
○　おんなじおんなじももんちゃん（とよたかずひこ）

◆…一般書
○…児童書

図 書 館 ひ ろ ば
村上市立中央図書館　☎53−7511

年末年始の休館日
　中央図書館および朝日図書館、各地区図書室は下記のとおり、休館
します。休館中に本を返却する場合は、中央図書館または朝日図書館
の返却ブックポストに入れてください。（荒川、神林、山北の各図書
室の本でも、返却ブックポストに入れることができます）
各館（室）年末年始の休館日
●中央図書館・朝日図書館　　12月28日㈭～１月４日㈭
　※返却ブックポスト有
○荒川・神林・山北図書室　　12月29日㈮～１月３日㈬
　※返却ブックポスト無

　10月１日号の「ＮＧＴ48メンバー３人の
サイン色紙プレゼント」に70通の応募をい
ただき、誠にありがとうございました。厳
正なる抽選のうえ、当選した３人の方に11
月初旬に色紙を発送いたしました。
　また、市報むらかみへのご意見、ご感想
も多く寄せていただきました。本当に励み
になりました。ありがとうございます。い
ただいたご意見、ご感想を参考に、もっと
もっと読みやすく、皆さんに愛される紙面
づくりを目指して、頑張ります。

●問い合わせ　政策推進課企画政策室
　　　　　　　☎53−2111（内線534）

▲寄せられたはがき

市報むらかみへのご意見ありがとうございました

いただいたご意見・ご感想（抜粋）
◦もう少しカラー紙面を増やしてほしいです
� （10代・女性、30代・男性）
◦裏面の子どもたちのコーナーが楽しみです
� （10代・女性、50代・女性）
◦市報にＮＧＴが載るとは思わなかったのでうれしかっ
たです（20代・女性）
◦以前と比べてとても読みやすくなりました。村上を知
る大切なものです（50代・女性、50代・男性）
◦市報が回を重ねる度にとってもオシャレになっていま
す（40代・女性）
◦文字を大きく、難しい漢字にはルビをお願いします
� （60代・女性）
◦お知らせカレンダーがとても役立っています
� （30代・男性）
◦地域の名スポットを取り上げてほしいです�（50代・男性）
◦実家に帰ったとき村上を知る大切な情報源です
� （20代・男性）
◦掲載情報をもとにサークル活動に参加して仲間ができ
ました（30代・男性）



19　　2017.12.1　　市報むらかみ

人口 29,530人（△37）　 32,123人（△29）　計61,653人（△66）　 22,925世帯（△７）人口と世帯数（11月１日現在）
（　　）内は前月比

※10月11日から11月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています

氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所 氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所

おたんじょう

おくやみ 
氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所

村上地区 　
五十嵐愛子	 91		 小町
遠山惠美子	 79		 松原町一丁目
佐藤　嘉一	 85		 山居町二丁目
齋藤　俊正	 96		 飯野一丁目
冨樫　トメ	 81		 泉町
井上　　剛	 71	 馬下
瀬賀　兵次	 83		 岩船下浜町
小島　鑛吉	 97		 細工町
渡邉　幸平	 86		 松山
伊與部秀子	 97		 新町
吉川　寛治	 82		 大町
矢田　正二	 77		 松原町二丁目
稲葉　三雄	 90		 岩船下浜町
中村　幸子	 89		 新町
永田　良平	 77		 瀬波中町
髙橋　辰弥	 90		 肴町
渡邉　喜市	 84		 岩船三日市
𦚰川　鈴子 81 	 岩船下大町
鍋倉ハル子	 82		 上相川
鈴木利惠子	 66	 岩船上大町
小野　トシ	 99	 柏尾

川原ハルイ	 84	 二之町
布施　鐵太	 90	 岩船下大町
田中　恵二	 48	 高平
庄司　トシ	 87	 寺町
川村スエノ	 96	 下山田
荒川地区 　
渡邊惠美子	 68	 藤沢
佐籘　建吉	 83	 坂町
横野　キイ	 92	 海老江
志村　スエ	 90	 坂町
伊藤　ヨイ	 80	 花立
田中　三夫	 73	 大津
金子　　悟	 99	 佐々木
山口　　 	 96	 金屋
小川　義德	 64	 海老江
神林地区 　
加藤　ノブ	 83		 川部
五十嵐一男	 72	 桃川
野澤　周司	 93	 塩谷
村山美江子	 61	 北新保
薄田キミ子	 84	 南田中
齋藤　　進	 62		 山屋

八藤後正男	 82	 上助渕
木村美登志	 87	 平林
小池　　伝	 74		 平林
佐藤　　巖	 101		 南田中
朝日地区 　
佐藤　三朗	 77	 早稲田
海沼カナエ	 89	 関口
相馬マツイ	 90	 朝日中野
本間陽太郎	 70	 熊登
本間　孝夫	 67	 岩沢
衆田きみ子	 90	 塩野町
海沼　ミン	 99	 関口
菅原　春武	 81	 岩沢
山北地区 　
佐藤アヤ子	 89	 寒川
五十嵐直江	 92	 伊呉野
斎藤　スヱ	 103	 寒川
大滝　 子	 89	 北中
冨樫　孝子	 83	 府屋本町
板垣　節子	 88	 杉平

村上地区 　　
まひろ		 渡辺　　允	 学校町
朔太郎	（さくたろう）	木村　祐康	 鍛冶町
玲　憧	（れいと）	 大越　佑樹	 南町一丁目
優　月	（ゆづき）	 菅井　　淳	 石原
桜　來	（さく）	 渡辺　　拓	 杉原
優　莉	（ゆり）	 大滝　　周	 庄内町
萩　優	（しゅう）	 髙橋　　康	 南町一丁目
芳　奈	（かんな）	 小嶋　大輔	 加賀町
　咲	 （さく）	 服部　　樹	 塩町
琥次郎	（こじろう）	 渡邉　慶俵	 瀬波上町
荒川地区 　　
桜　駕	（おうが）	 川崎　吉光	 田島
琉　聖	（りゅうせい）	小島　大聖	 中倉
捺　叶	（なづき）	 長田　泰祐	 上鍜冶屋
翔　太	（しょうた）	 坂上　信一	 坂町
康　喜	（こうき）	 山田　浩之	 荒川松山
秀　憲	（ひでのり）	 近藤　恵介	 大津

神林地区 　　
太　暉	（だいき）	 小野　春樹	 平林
璃　飛	（りと）	 木竜　和法	 下助渕
文　吾	（ぶんご）	 磯部　岳志	 里本庄
朝日地区 　　
穂ノ香	（ほのか）	 杉本　昂弘	 猿沢
凌　功	（りく）	 大田　竜矢	 黒田
友　望	（とも）	 本間裕市郎	 岩崩
蒼　士	（あおし）	 小田　　輝	 下新保
柚　希	（ゆずき）	 横山　　旭	 布部
莉依咲	（りいさ）	 志田　　勉	 大須戸
真　生	（まさき）	 大田　達也	 黒田
　怜	 （れい）	 岡田　修平	 十川
歩　花	（ほのか）	 桑名　克巳	 中原
璃　愛	（りあ）	 板垣　拓也	 上中島
山北地区 　　
楓　悠	（ふう）	 富樫　憲一	 府屋学校町



メールで情報をキャッチ！
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードを読み取る
だけで簡単アクセス
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今月の 市民キッズモデル

むらかみ情報ねっと・子育てメールマガジン

12

集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学校入学
前までのお子さんの写真を募
集します。（市内在住者に限
ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日④保護者氏名
⑤電話番号⑥写真（５MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

QRコードで
アドレス読み取り

むらかみ

S IM L E

菅原　知
とも

幸
ゆき

くん（左）航
こう

介
すけ

くん（右）H24.６.８生まれ　H29.４.８生まれ
（岩沢）

今回の紙面を和ませてくれたのは、
村上幼稚園に通うこの２人！

大倉　晴
せ

夏
な

くん（左）虹
なな

翔
と

くん（中）彩
あ

未
み

ちゃん（右）

H29.５.６生まれ　H22.２.２生まれ　H
26.12.20生まれ

（南田中）

國田　醍
だい

悟
ご

くん
H28.５.５生まれ（肴町）

斎藤　紳
しん

之
の

介
すけ

くん
H27.４.28生まれ（寒川）

編集後記

ワンモアショット！む ら か み の 話 題

あみちゃん
好物

夢

シチュー

ケーキ屋さん

▶今年もあっという間に12月。年々、１年の経つのが早
く感じるようになってきた私。▶ネットで調べてみると、

年をとるほど時間の経過が早く感じてしまう現象「ジャネーの法則」とい
う心理学の法則があるそうです。この法則によると、人は20歳になると体
感的には人生の半分の時間を過ごしてしまったことになるとのこと。これ
からは、一日一日を大切に過ごしていこうと思いました。（斎藤）

こうすけくん
好物

夢

カレー

ケーキ屋さん

　山辺里小学校の３年生30人が、山辺里地区文化祭の芸能発
表で１学期から勉強してきた「あまめはぎ」について、その
成果を発表しました。
　「あまめはぎ」は、平成27年まで大栗田集落で行われていた
小正月の伝統行事で、仕事をしない怠け者を戒める行事です。
　獅子や天狗、キツネなどの面を被った児童がステージ上で
実演。ステージでは、手作りの面と衣装姿の児童が「あ～ま
め�はんぎましょ。あ～まめ�はんぎましょ」と声を上げて登場
し、観客を楽しませました。

文化祭で伝統行事「あまめはぎ」復活
山辺里小学校体育館

10/29
動画あり




